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Fig．
　　地震データ処理によって生産される4種類のデータの一隼問蓄積量
12Yearly　increasing　rate　of　four　kinds　of　data　produced　by　the　routine－base　seismic
　　data　processings．
12に示した．この図から波形データを磁気ディスクに保管しておくことが不可能なことは明
瞭に見てとれる．
3．支援プログラム
　地震波データ処理に関して，
が用意されている．ここでは，
前節で紹介した各プロセスの他にいくつかの支援プログラム
その中の監視情報出力と定数変更の2つについて説明する．
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表5　　　障害月報の例．2日，3日，7日，および18日に障害が発生している．数値は分単
　　　　位で数えた障害の回数あるいは持続時間を示す．
Table5　Examp1e　of　monthly　error　report　produced　by＃1computer．Some　troubles
　　　　appear　on　the2nd，3rd，7th，and18th　of　September，1987．Numera1s　indicate
　　　　frequency　or　duration　of　troub1es　in　unit　of　minute．
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3．1監視情報出カ（TMN200，TMR100）
　212節で説明したように，観測点ごとの装置動作状況が1号機によって毎秒自動的に調べら
れており，障害に関する情報が提示されるようになっている．監視結果は前稿（松村ら，1987）
で紹介したようにグラフィックディスプレイの監視画面に表示され，その都度メッセージが
プリンターに打出される．さらに，時問ごとの障害回数が集計され，各観測点の障害統計リ
ストが毎月作成される（表5の例参照）．
3．2定数変更（＠HCN）
　各プロセスの解説の中には多数の定数が登場していた．この他に，位置座標要素等，各観
測点固有の定数，ゲイン等，各チャネル固有の定数があって，これらは一括して3号機の定
数ファイノレに格納されている．定数に与える数値はシステムの運用の中で徐々に固定されて
きたものであるが，観測点の新設や観測状況の変化に応じて数値の変更が要求される局面が
時々生じる．このような場合でも現在稼働しているシステム全体を停止させることなく定数
変更ができるように設計されている．変更する場合はエディターを利用してまず3号機が持
つ文字形式で書かれた定数ファイルの中味を書き直す．次にやはり3号機に設定されたバイ
ナリ形式で書かれた定数ファイルを修正したあと，これを1号機の共用ディスク内の定数フ
ァイルに転送する．こうした一連の定数変更の手続きは＠HCNコマンドを発することによっ
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30000　　　　　TRACE　NUMBER
　　　　　　　　　　　　　／month
20000
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　　　　　EARTHOUAKE　NUM8ER
3000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’month
2000
◎bserved　　1
lOOO
」FMAMJJASOND」FMAM」」ASONOJFMAMJJAS
　　　　1985　　　　　　　　　　　　　　　　　1986　　　　　　　　　　　　　　　1987
図13　月別の検測トレース数（上図），検出地震数（下図），震源決定数（下図，影部分）．点線
　　　の位置で旧システムからAPEに切換わり，処理数が倍増した．
Fig．13Month1y　amounts　of　traces　（top），earthquakes　obser▽ed　（bottom），and
　　　hypocenters　located（bottom，shaded）．The　data　processings　were　switched　from
　　　the　o1d　system　to　APE　at　the　time　indicated　by　a　broken　line．Capabi1ity　for
　　　seismic　wave　detection　is　marked1y　improved　by　introducing　APE。
て容易に行うことができる．
4．おわりに
　昭和61年3月19日を境として，徒来システムによる地震波データの処理作業が新システム
である地震前兆解析システムに引継がれ，現在までの1年半にわたって良好な状態で処理作
業が継続されてきた．新システムでは地震波検出の方式が改艮された結果，図13で明らかな
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ように検出された地震波の数が倍増し，観測網全体の地震検知能力が大幅に引上げられた．
また，2号機によるバックアップ機能により，従来は定期保守のたびに免れなかった欠測か
ら基本的に解放され，さらに，リレーショナルデータベースの採用でデータ管理が容易にな
るなどによって，システムの管理および利用の効率が著しく向上した．
　しかし一方で，検測を行うトレースの数は年間25万件に達しており，これは4人のオペレ
ータによる処理能力の限界に近い．現実に1986年11月の伊豆大島噴火に伴った地震データの
処理は大幅に遅延し，1年たった現在も未だ完了には至っていない．平均的にみて関東・東
海地域では年間1回強の割合で活発な余震を伴う地震，あるいは群発地震活動が発生してお
り，今後はこのような事態に対処して迅速な処理が確保できるような方式を開発することも
必要である．
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